
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.０１５    202４年 ８月６日 ＪＲ東労組大宮地本 

 原子爆弾が広島と長崎に投下され７９年が経過しました。世界で初めて使用された核兵器により街は一瞬
で焦土と化し、広島では１４万人、長崎では７万人の方がその年末までに命を落としました。 

私たちは平和研修で戦争の歴史と教訓を学び、戦争政策に反対し、平和で安心して暮らせる社会を求めて

きました。しかし、昨今のウクライナ侵攻、パレスチナ問題など国家間、地域での戦争・紛争・内戦が後を絶ち

ません。自分たちの身の回りで起きていないから「他人事」となり「無関心」になってしまう現実もあります。

しかし世界情勢の変化により核兵器の使用が現実味を帯び、「核共有」や「核抑止論」の主張が一部で高まりつ

つあることもリアルに認識しなければなりません。 

また昨今、アメリカ側が新たな司令部設置を表明し、指揮統制連携強化で「日米一体化」はさらに加速し、

日本の米国の核兵器への依存はかつてないレベルで深まっているなど取り巻く情勢は大きく変化していま

す。沖縄県辺野古では米軍普天間飛行場の代替基地として民意に背き、建設を強行する国の姿勢が如実に

現れています。 


